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Ａ 配置検査時確認事項 図面準備
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配置図
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記載の真北は　
地理院地図より算出
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A-1-1 図面の準備

配置図、基礎伏図、基礎断面図を用意します。

①配置図
配置図には建物の配置、建物の高さ、
外部配管の敷設ルート、延焼ラインの
範囲など、多くの情報が書かれた図面

うに、しっかりと確認してきます。
です。目的の配置寸法を間違えないよ

建物の配置基準と呼ばれる規準となる寸法
が記載されていますので、その寸法は

確認します。（右の図では赤丸）
重要な事項なので、どこが配置基準かが曖昧な場合は設計者又は工事監理者と事前に協議をする事。

②基礎伏図
基礎伏図は基礎コンクリートの設計図です
他にも土台継手位置や木造部分の情報や
設備配管情報なども記載されています。
配置図よりも具体的な基礎形状を把握しな
がら、建物配置寸法を確認します。

③基礎断面図
基礎断面図は基礎コンクリートの断面

基礎断熱材の有無などを確認していきます。
詳細図です。基礎コンクリートの根入れ、

どこから始まるのか、建物と敷地の関係を
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A-1-2 建物の配置の確認

配置図に書かれた配置基準寸法を確認します。
右の配置図では、赤丸の部分が配置基準寸法に
なります。西側隣地境界線からの配置寸法が同じ
数字ですので、西側隣地境界線から平行である事
がわかります。
次に、北側道路境界線からの離れ寸法を確認します。
この時、必ず反対側の寸法も配置図と合っているか
を確認します。

反対側も確認する

A-1-3 建物の設計ＧＬの確認

●配置図における配置の確認と建物の設計ＧＬの確認を行います。

●建物の高さの基準である設計ＧＬの確認を行います。

の関係を図面の凡例により確認します。
配置図に設計ＧＬとTBMの関係が示されていない場合は
必ず設計者又は工事監理者に確認をしてください。

右の凡例では、設計ＧＬはTBMより100ｍｍ高い事がわかります。

A-1-4 根切り底の高さの確認
●基礎コンクリートの根切り底の高さを確認します。

基礎断面詳細図を見て、設計ＧＬから砕石下端までの
高さ寸法を確認します。

耐圧盤配筋

符　号

位　置

D13-@200（ﾀﾃﾖｺとも）

断　面

外　周　部

右の図では、200+150＝350ｍｍが根切り底である事が
わかります。

配置同様に、高さの基準である設計ＧＬとＴＢＭ（ベンチマーク）

70

70

16
.5

基礎断面図

平行

道路側からの離れ寸法



スペーサー・スラブ配筋１

　日　付　：

　更新日　：

2 0 X X . X X . X X
会 社 名

Ｂ 基礎配筋検査時確認事項

１ － ３

　10mm以上生じないようにする。

●スペーサーのピッチは、1000mm以内とする。

●プレートコンパクター等により転圧を十分に行い、スペーサーブロックの沈み込みが

●スペーサーブロックは、H=70mm 以上を使用する。

●スラブ配筋結束のピッチは、400mm以内、かつ千鳥施工とする。

＜スラブ配筋@200＞＜スラブ配筋@150＞

B-2-3 転圧の施工状態

B-3-3 スペーサーピッチの確認

B-3-4 スラブ配筋結束ピッチの確認

150150150150150150

900

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

90
0

1000mm以内
スペーサーピッチ

400mm以内
結束ピッチ

1000mm以内
スペーサーピッチ

400mm以内
結束ピッチ

原則スラブ配筋交差部分に
スペーサーを設置

原則スラブ配筋交差部分に
スペーサーを設置

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

1,
00
0

200200200200200

1,000

スペーサーの間隔
1000mm以内

スペーサーブロックの沈み込み
10mm未満

スペーサーブロック H=70mm以上を使用

かぶり厚
60mm以上



基礎出来型

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：
３ － １

Ｄ 基礎完成検査時確認事項

●すべてのセパレーターが撤去されているか確認する。

●水抜きスリーブが設置されているか確認する。

●骨材が 100mm 以上にわたり表面に現れている場合は補修対象とする。

　　　(例：ポリマーセメントモルタルなどを塗布し補修する。)

●0.5mm 以上のクラックは補修対象とする。

　　　(例：ウレタン系かシリコン系のシーリング材充填補修する。)

●30mm 以上の欠けは補修対象とする。

●底盤と立上り打ち継ぎ部のズレは、0mm 以内とする。

D-2-3 コンクリートのジャンカ確認

D-2-4 コンクリートのクラック確認

D-2-5 コンクリートの欠け確認

D-2-6 セパレーター処理の確認

D-2-7 立上り打継部の確認

D-2-8 水抜きスリーブの確認

立上り打継部のズレ

セパレーター撤去

※コンクリートレベルの確認

〇

〇

〇

〇

〇
〇

レベル確認箇所

〇

コンクリートの欠け
(30㎜ 以上)

水抜きスリーブ

立上りのクラック

ジャンカ
100㎜ 以上

0.5㎜ 以上
0㎜ 以内

立ち上り：　±1.5㎜以内
スラブ：　±10㎜以内



土台・大引

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｅ 土台敷き検査時確認事項

４ － １

　柱脚部等、構造強度の低下や雨水進入の恐れのある欠けは、埋め木･接着剤等で補修する。

●間違ってあけた穴は、埋め木にて補修する。

●土台の割れ･欠けを確認する。ただし、乾燥による割れは許容する。

●土台は基礎からはみ出ないよう施工する。

●土台-大引きの仕口は、N75釘×2 斜め打ち にて留め付ける。

E-3-2 土台仕口部の施工状態

E-3-3 土台穴あけ不備の確認

E-3-5 土台ズレの確認

E-4-4 大引き仕口部の確認

土台のはみ出し
0mm以内

×
⇒

〇

台土大
引

土台-大引の仕口

(N75釘)×2 斜め打ち

穴のあけ間違い

土台の割れ

土台の欠け



基礎パッキン(床下断熱)

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｅ 土台敷き検査時確認事項

４ － ３

●柱の下に基礎パッキンを設置する。

●アンカーボルトの位置に基礎パッキンを設置する。

●土台継手の下に基礎パッキンを設置する。

●土台の端部に基礎パッキンを設置する。

●大引が掛かる土台下に基礎パッキンを設置する。

●玄関、勝手口、ＵＢ廻りはすべて気密パッキンを隙間なく施工する。

※基礎パッキンは、ロングパッキンを使用

①床下断熱(床下通気)の場合は、基礎パッキン
②基礎断熱の場合は、天端リスト

E-6-1 柱直下基礎パッキンの確認

E-6-2 アンカーボルト位置基礎パッキンの確認

E-6-3 継手位置基礎パッキンの確認

E-6-4 土台端部位置基礎パッキンの確認

E-6-5 大引掛かり位置基礎パッキンの確認

E-6-6 気密パッキンの確認

土台端部

柱

柱直下

アンカーボルト位置

土台継手下

大引

大引仕口部

大引

ＵＢ

勝手口

ＵＢ及び玄関廻り

玄関

断熱点検口封鎖



ルーフィング１

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｆ 屋根防水検査時確認事項

５ － １

●棟部ルーフィング重なり巾：双方に 250mm 以上。(頂部をまたいで2重になるように)

●一般部上下ルーフィング重なり巾：100mm 以上

F-2-2 棟部ルーフィング重なり巾の確認

F-2-3 上下重なり巾の確認

棟

トップライト

250mm
 以上

25
0m
m 
以
上

三面交点止水処理の確認
※D-2-7参照

上
下

10
0m
m 
以
上

壁取り合い部

一般部

棟部

谷部

捨張りルーフィング
捨張りルーフィング

捨張りルーフィング



ルーフィング２

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｆ 屋根防水検査時確認事項

５ － ２

●谷部：幅600mm以上のルーフィングを先行して谷全長の芯に捨張りした後、

●壁立上りルーフィング高さ：250mm 以上

●三面交点：出隅･入隅部分でピンホールが発生する箇所は、防水テープで止水処理を行う。

●軒先･けらばとの取り合い部には、先行して捨張りを行う。

F-2-5 谷部ルーフィング重なり巾確認

F-2-6 壁立上りルーフィング高さの確認

F-2-7 三面交点止水処理の確認

F-2-8 捨張りルーフィングの確認

　　　　両側へそれぞれ250mm以上重ね合わせる。(谷芯をまたいで2重になるように)

300mm
以上

300mm
以上

250mm
以上

250mm
以上

①

②

③

④

⑤

防水テープで止水する

先行捨張り

流
れ
方
向

流れ方向

流れ方向

250mm
以上

捨張りルーフィング

三面交点

三面交点

以上
250mm

250mm
以上

以
上

30
00
mm

以
上

30
00
mm



会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｇ サッシ検査時確認事項 事前準備

６ － １

UP

 1 2 3 4 5 6 7 8 910111213

DN

 3 4 5 6 7 8 910111213

UP
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
DN

煙

熱 防

防 防 防 防 防 防

防
防

防

防

防
防 防

防

防

防

防
防

UP

 1 2 3 4 5 6 7 8 910111213

9

8

7

6

5

4

3

2

1

上部吹抜

上部吹抜

か わ を る ぬ り ち と へ ほ に は ろ い

1 重 ・ 2 重

構造用合板　t12下地材

垂木

下地材

仕上材①

軒天換気口

仕上材②

-

-

ﾀﾅｶ

-

ﾙｰﾌﾗｲﾅｰ(ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ25Kと同等)

仕上材

-葺き

-

-

仕様

色

不燃認定

ガルバリウム鋼板

NM-8697

破風 化粧

下地材 ﾓｲｽ　t9.5

ﾃﾞｭﾎﾟﾝ　ﾀｲﾍﾞｯｸ透湿防水紙

富士川建材：通気ラス

-物干

レーブ

ラス

ﾓﾙﾀﾙ

仕上材

品番 -

ﾊﾟﾀｰﾝ -

-外部ﾌｰﾄﾞ

-品番・色

-物干

t18・ｴｱﾎｰﾙ

笠木 -

通気部材

防水 FRP

-色・塗装

-

-

仕上材②

仕上材③

開口部立上

その他立上

120㎜以上

250㎜以上

勾配 1/50

断熱仕様種類

色

縦樋色 -

軒樋色

メーカー

-

-

- -

-笠木

ﾄﾞﾚｲﾝ 横　1か所

t20

通気胴縁 t18・ｴｱﾎｰﾙ

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t12 NM-8578

QF045RS-9113

実施設計更新日 設計管理基本設計 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 縮尺： 1/100

平面図
K04

2020/03/14

仏壇

　

LDK

ポーチ

8,645 2,730

11,375

ウッドデッキ

バルコニー

45
5

3,
18
5

91
0

2,
73
0

7,
28
0

2,730 2,730 1,820 728 3,367

11,375

2,
45
7

72
8
72
8

3,
36
7

7,
28
0

3,640 3,640 910 3,185

11,375

1.5寸

(47.20㎡）

上部吹抜

和室
（7.45㎡）

（0.83㎡）
収納1

ホール1
（4.14㎡）

浴室

ランドリールーム
（4.96㎡） ホール2

（9.94㎡）

収納2
トイレ2
（1.65㎡）

洋室1
（9.85㎡）

洋室2
（13.87㎡）

主寝室
（10.02㎡）

洋室3
（9.19㎡）

吹き抜け
（13.25㎡）

▽上部ロフト

9,555

1,
82
0

91
0

1,
82
0

4,
55
0

1,820 910 6,825

9,555

ロフト
（27.74㎡）

ロフト平面図 S=1/100

収納3

収納4

収納5

収納6

ＦＲＰ防水
（DR-0108）

ｶﾞ
ｽｺ
ﾝﾛ

熱

寝室利用なし

煙

煙

15
0φ
FD
付
き

　設備機器、天井裏等は全てF☆☆☆☆とする
・ホルムアルデヒド発散等級区分の内装、建具、
・室内ドアは換気対応製品(下端隙間約10mm)とする
・階段手摺の出寸法は壁面より100㎜以下とする

・コンロと壁面とは15cm以上離し、上部80cm以上
　100cm未満(80cm未満は設置不可)のフード

・換気扇(局所換気用)
ｷｯﾁﾝ部はｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ150φ(SUS304 t=0.5)
ﾛｯｸｳｰﾙﾌｪﾙﾄ50mm巻きとする

※防火・準防火地域の場合はＦＤ付とする

：住宅用熱感知器

：住宅用煙感知器 H=2200

H=2200

踏面： 150ｍｍ以上

アンダーカット＝20ｍｍ
蹴上：230ｍｍ以上　、有効幅：750ｍｍ以上

：防火設備（EB-9111～EB-9119）
大臣認定品

内装全て漆喰塗り
基礎パッキン仕様

・火気使用室の壁・天井は準不燃材以上

　吊戸棚は不燃材等による有効な仕上げとする

・居室の天井高さは１階：2350ｍｍ、２階：2250ｍｍとする。

2.
5寸

15. 24
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隣
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線
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0
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境
界
線
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界
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65
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64
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1,
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7,
28
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82
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2,
73
0

91
0

3,
64
0

7,
28
0

2,730 1,592.5 1,137.5 1,820 1,365 1,137.5 1,592.5

真北

12345

1階平面図 S=1/100

床面積：82.81㎡

洗面所
（2.89㎡）

（2.07㎡）
脱衣所

（3.31㎡）
（2.48㎡）
トイレ1

（5.79㎡）
玄関

１階延焼
ライン

2階平面図 S=1/100

床面積：70.18㎡ ２階延
焼ライ

ン

階段
（2.48㎡）

窓A

ロフト床の1/20＝1.387＞0.495　∴OK
窓Aサイズ：1.65×0.3＝0.495

ロフトの開口部確認

煙

煙

煙

11,375
隣地境界線 14.920

庇

目
隠
し
塀

10.79寸

〇〇様邸新築工事

実施設計更新日 設計管理基本設計 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 縮尺： 1/100

2020/03/14

〇〇様邸新築工事
平面詳細図

K09

収納

浴室
CH=＋2200
FL=±0

トイレ
CH=＋2400
FL=±0

洗面所
CH=＋2400
FL=±0

洗面所
CH=＋2400
FL=±0

洗面所
CH=＋2400
FL=±0

洋室
CH=＋2400
FL=±0

洋室
CH=＋2350
FL=±0

洋室
CH=＋2350
FL=±0

和室
CH=＋2400
FL=±0

収納収納

廊下
CH=＋2400
FL=±0

玄関
CH=＋2400
FL=-185

その他
CH=＋2300
FL=±0

FL.-240
(GL ＋330)

FL.-450
(GL ＋120)

FL.-450
(GL ＋120)

ポーチ
FL.-700
(GL -130)

ポーチ
FL.-910
(GL -340)

ポーチ
FL.-470
(GL ＋100)

ポーチ
FL.-1130
(GL -560)

ポーチ
FL.-450
(GL ＋120)

ポーチ
FL.-450
(GL ＋120)

ポーチ
FL.-660
(GL -90)

ポーチ
FL.-870
(GL -300)

ポーチ
FL.-1080
(GL -510)

ポーチ
FL.-240
(GL ＋330)
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629.18
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保

34
8.
88
60
2.
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752.48

2,093

8,645 2,730

11,375

2,
73
0

91
0

3,
64
0

7,
28
0

2,730 1,592.5 1,137.5 1,820 1,365 1,137.5 1,592.5

11,375

3,
64
0

1,
82
0

1,
82
0

7,
28
0

3,444.79

63
7

3,
00
3

縁側

前面棚

上部
リネン
寝具

水場

PS
検討位置

1F全て床貼方向

給湯器位置 GM BM

下足箱
D300

D600

手洗い
湯水

手
洗
い
カ
ウ
ン
タ
ー
　
水
の
み

アイアン物干しバー　２本

ウッドデッキ

床下収納有

上部部カウンターD400
天端H
右側ブラケット

下部カウンターD500
天端H
右側足はポール

中段、枕棚

リ
ク
シ
ル
既
製
品
予
定

ウッドデッキ

靴のみ(傘も来るかも)

D500可動棚5枚、コート掛け

立水栓(水のみ)

湯水

W450
D450
H1480

W1500
D500
H900

造作洗面
アンダーシンク希望

コンロ

無

表示錠 表示錠

端部ブラケット有り

枕棚下部アイアンバー造作

宅配ボックス

インターホン
ポスト

傘かけ

※ﾙｰﾌﾗｲﾅｰの重ね：上下100mm、左右200mm以上

※外壁の屋内側の仕様：ＰＢ12.5ｍｍ（小屋裏妻壁含む）

実施設計更新日 設計管理基本設計 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 縮尺：
2020/03/14

1/100

屋 根

軒 裏

屋根下葺き材

雪止め位置・色

外 壁

バルコニー

土台水切り

雨 樋

庇

木製外部建具

告示1359号

重ね：上下90㎜，左右150㎜以上

06
立面図　1

11,375

6,825 910 1,820 1,820

10
1.5

100
軒出 245

軒出/樋先

1
0.6

北側立面図 S=1/100
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G-1-1 サッシ検査前の事前準備

●準備する図面

①確認申請時の平面図
②確認申請時の立面図
③平面詳細図
④外部建具仕様図面

①確認申請時の平面図

②確認申請時の立面図

③平面詳細図④外部建具仕様図面



会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｇ サッシ検査時確認事項

６ － ２

サッシの確認①

 1 2 3 4 5 6 7 8 910111213
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G-1-2 サッシの確認

●確認申請時の防火指定を確認する。

確認申請時の平面図と外部建具仕様図面を見比べて、確認申請時に防火指定されているサッシが
外部建具仕様図面でも防火対応されているサッシかどうか確認をする。

防火指定されている個所を非防火サッシが設置されてしまうと、是正する工事が
大がかかりになってしまうケースが多いので、特に注意しましょう。

④外部建具仕様図面
赤丸は防火指定されているサッシ

②確認申請時の立面図

もし、外部建具仕様図面において確認申請時の防火指定やシャッターの有無で相違がある場合は
設計者又は工事監理者に確認をとる。



欠損

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｈ 配管検査時確認事項

７ － １

〇×

ＰＳ

給水、給湯管、ＣＤ管等給水、給湯管、ＣＤ管等

土台断面欠損部

35 35

35

35

35

・柱の欠損は断面積の1/3未満としそれ以上欠きとる場合は担当者と協議の上必要な補強を行う。

・設備配管は柱貫通、梁・横架材貫通を避けパイプスペースなど設備配管専用の空間及び取付方法を検討する。

　設けないこと。
　やむを得ず梁・横架材を貫通する場合は横架材幅・高さ方向に35㎜以内、切断高さは35㎜以内とし連続して

●欠損



会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｉ 貫通検査時確認事項

８ － １

梁貫通

［穴径：φ 70mm 以下の場合］

梁の側面に穴を開ける場合は次の基準とします。

●梁の側面の貫通について

［穴径：φ 70mm を超える場合］

※梁の上部６０ｍｍと下部８０ｍｍの範囲は構造上特に大きな力が働く場所なので
絶対に穴をあけないようにしてください。

I-1-1 梁貫通の確認

梁
成
：
D

梁

配管穴

80ｍｍ以上

60ｍｍ以上

柱 柱（6か所まで）
穴径の５倍以上離す

穴間隔

400以上
穴開け可能範囲

400以上

梁成　D

300ｍｍ

240ｍｍ

210ｍｍ

180ｍｍ 40ｍｍ以下

50ｍｍ以下

60ｍｍ以下

70ｍｍ以下

最大穴径

梁

柱 柱

14
0

80
80

30
0以
上

Ｌ／５ Ｌ／５ Ｌ／５ Ｌ／５ Ｌ／５

梁スパン：Ｌ

配管孔φ100
梁成300以上梁のサイズ

孔のサイズ

開口範囲

（VP100は不可）
70φを超え100以下

各範囲１か所（合計２か所まで）

構造用合板　24ｍｍ　片面

釘：CN75＠千鳥打ち

木工用ボンドを併用すること

補強方法

2/5または4/5の位置
スパンの1/5以内、

30
0

10
10

30
30
30

10
0

30
30
30

28
0

400 400

30 30
75 75 75〃 〃 〃 〃 〃 〃 75

配管孔φ100N75釘

梁



会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｉ 貫通検査時確認事項

８ － ２

梁貫通

●梁の上面の欠き込みについて

梁の上面に欠き込みを設ける場合は次の基準とします。

I-1-1 梁貫通の確認

400以上 400以上欠き込み可能範囲

９か所まで
欠き込み幅の２倍以上

欠き込み間隔 穴間隔
穴径の２倍以上
９か所まで

梁上面

梁スパン：Ｌ

梁
成
：
Ｄ

梁幅：
Ｂ

Ｄ
／
３
以
下

50ｍｍ以下50
ｍ
ｍ
以
下Ｂ/2

※間柱欠きを除き、梁の下面の欠き込みは禁止です。



防水シート１

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

※出隅・入隅部重ね巾はメーカー仕様による

Ｋ 壁防水検査時確認事項

１ ０ － １

●原則横張りとし、下から張り上げ、継ぎ目部分は、300mm間隔以下でタッカー留めをする。

●土台水切り部分では、シートを水切の上にかぶせて両面防水テープで留める。

●軒天が水平の場合は、軒天内へ 100mm 以上防水シートを立ち上げる。

●軒天が勾配の場合は、垂木へ 100mm 以上防水シートを巻き上げる。

●上下重ね巾は、　90mm 以上　とする。

●左右重ね巾は、150mm 以上　出隅入隅は、双方に 150mm 以上　とする。

K-2-1 防水シートの施工状態

K-2-2 防水シート上下重ね巾の確認

K-2-3 防水シート左右重ね巾の確認

K-2-4 防水シート軒裏の施工状態

垂木 垂木

100mm以上
立ち上げる

軒天内へ

垂木へ100mm以上
巻き上げる

外装材

防水シート

外装材

防水シート

＜水平軒天＞＜勾配軒天＞

胴縁 胴縁

土台

両面防水テープ
土台水切

上下重ね巾

左右重ね巾
(150mm) 以上

入隅重ね巾上下重ね巾
(90mm) 以上

(90mm) 以上
張りま

わし可

出隅重ね巾
(150mm) 以上

(150mm) 以上

タッカー
@300以下



防水シート２

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

または

Ｋ 壁防水検査時確認事項

１ ０ － ２

　捨張りルーフィング ⇒ 下屋根ルーフィング ⇒ 壁防水シート とする。

●バルコニー等、笠木部分の止水処理は下図の通りとする。

●下屋どまりの部の防水シート及びルーフィングの張り順は、

K-2-5 笠木等三面交点の確認

K-2-6 捨張りルーフィング重ね順の確認

③
下に差し込む

下の防水シートを

① 下屋根ルーフィング②
上の防水シート④

捨張りルーフィングの

捨張りルーフィング

※下屋に差し込む

150mm以上垂らす
天端に鞍掛けし
防水シートを

防水テープ

天端タッカー留め禁止

両面粘着防水テープ

ストレッチガード



水切り

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｌ 通気胴縁検査時確認事項

１ １ － １

●土台水切りや下屋の押え部分は、防水シート端部を防水テープで確実に留め付ける。

●防水シートは、通気を妨げないよう、「めくれ」や「たるみ」に注意すること。

L-2-4 各所水切り通気空間の確認

防水シート

通気

たるみ

めくれ

通気

たるみ

めくれ

防水シート

防水テープ

土台水切

防水シート

ラス下地

防水テープ

土台水切

防水シート

胴縁



床断熱材

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｍ

１ ２ － １

断熱検査①時確認事項

　充填後、偏りや沈下の無いことを確認し、透湿テープにて吹き込み口をふさぐ。
●専用シートを上下に設置し吹き込み口を設けてセルローズファイバーを充填する。

●床断熱材は、セルローズファイバー　厚105mm　使用する。

M-8-3 床断熱材施工状態の確認

大引

合板受材上下専用シート

デコス
ドライ

工法施
工基準

に準ず
る

＠303

＠303

土台

18×90
受材

セルローズファイバー吹き込み口
(吹き込み後透湿テープにて閉鎖する)

セルローズファイバー充填
厚105mm



屋根断熱材(充填系断熱工法)

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｍ 断熱検査①時確認事項

１ ２ － ２

●屋根断熱材は、セルローズファイバーを使用する。

●セルローズ専用シートを部屋内側に貼り付けた後、セルローズファイバーを吹き込み施工する。

●セルローズファイバーの吹き込み厚さは、105mm　とする。

M-4-1 屋根断熱材仕様の確認

M-4-2 屋根断熱材厚さの確認

M-4-3 屋根断熱材の施工状態

壁断熱材

t=105mm
セルローズファイバー

セルローズ専用シート

屋根断熱材
セルローズファイバー

t=105mm

垂木 38×140@455
構造用合板 t=12
ルーフスペーサー(日本住環境)



壁断熱材(充填系断熱工法)

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｏ 断熱検査②時確認事項

１ ４ － １

　内張り専用シートを柱・梁の見込み面に緩みの無いように貼り付ける。
　専用施工機にてよりむらの無いよう均一にセルローズファイバーを吹き込む。

●壁断熱材は、セルローズファイバー　厚105mm　充填とする。

●サッシ廻りにできる 　10mm を超える　小さな隙間にもデコス専用断熱材を確実に充填する。

O-2-3 壁断熱材の施工状態

O-2-4 サッシ廻り断熱材の施工状態

コンセント
ボックス

コンセントボックス部分に隙間ができないように充填する

※先行して配管・配線をする

＜コンセント部分＞

＜ダクト部分＞

ダクト部分に隙間ができないように充填する

※先行して配管をする

サッシ廻りの隙間も充填

屋根断熱材
セルロースファイバー

厚105mm

セルロースファイバー
吹き込み口



会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｎ 内部下地検査時確認事項

１ ３ － ３

物干し下地

●内部物干しの下地を確認する。

物干しの位置は平面詳細図にて確認し、450ｍｍの範囲まで補強をする。

壁面

天井面

●外部物干しの下地を確認する。

天井面

取
付
高
さ
は
平
面
詳
細
図
に
て
確
認
す
る

取付位置を基準として450ｍｍ角の範囲を下地補強する

取付位置は平面詳細図にて確認する

取付位置は平面詳細図にて確認する

（外部においてはベニア下地を禁止する）

取
付
位
置
は
平
面
詳
細
図
に
て
確
認
す
る

下地材：30×105以上

吊り木
30×105以上

必ず構造の梁、床に取り付ける

取付位置は平面詳細図にて確認する

取
付
位
置
は
平
面
詳
細
図
に
て
確
認
す
る

取付位置を基準として450ｍｍ角の範囲を下地補強する

下地材：30×105以上

吊り木
30×105以上

必ず構造の梁、床に取り付ける

45
0

450

45
0

450

45
0

450

N-1-3 物干し下地の確認



会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｎ 内部下地検査時確認事項

１ ３ － ７

トイレ廻り備品下地

●トイレ廻り備品の下地を確認する。

下図を参考に補強用下地材の取付を行うが、取付ける器具の固定位置をよく確認する事。

左面左面 右面

手摺右側の場合 手摺と紙巻器が同壁の場合

1,
20
0

1,
35
0

65
0

42
0

1,
20
0

1,
35
0

350

72
0

23
0

860

65
0

器
具
に
よ
る

1,000

65
0

器
具
に
よ
る

1,
20
0

1,
35
0

350

860

60
0

40
0

1,000

75
0

1,
20
0

1,
35
0

55
0

52
5

器
具
に
よ
る

下地補強部分
30×105材

ﾀｵﾙﾊﾞｰ
ﾀｵﾙﾘﾝｸﾞ

紙巻器

ﾘﾓｺﾝ
L型手摺

N-1-7 トイレ廻り備品下地の確認



壁ボード

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｐ ボード検査時確認事項

１ ５ － １

　PB耐力壁とする場合は、認定品を使用する。

　12mm 以上とし、ビスのめり込みは、2mm 以内とする。

　不陸や段差が生じないように張り付ける。

●ボード切断面は、テーパー処理を施す。

●ビスは、L＝32mm 以上とし、

●ビス打ち込みの縁端距離(へりあき)は、

●プラスターボードは、12.5mm 厚の3×8版(910mm×2420mm)又は3×9版(910㎜×2730㎜)を使用、

●開口部まわりのボードは、原則としてＬ字またはコ字加工をして張り付ける。

●内側ビスピッチは、PB耐力壁とする場合は、150mm 以内　とする。

●外側ビスピッチは、PB耐力壁とする場合は、150mm 以内　とする。

P-2-3 壁ボードの施工状態

P-2-4 壁ボード張り方の確認

P-2-5 壁ボード外側ビスピッチの確認

P-2-6 壁ボード内側ビスピッチの確認

外周部 非耐力壁 外周部 耐力壁 内部間仕切 非耐力壁

ＰＢ耐力壁

柱

△天井面
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0
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0

100mm程度角を出す

Ｌ字加工

150150150

2,
42
0

(Ｌ字加工)
15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

150150150

15
0

15
0

150

2mm以内
めり込み

12mm以上
12mm以上

縁端距離

12mm以上
縁端距離

〈ボードのテーパー処理〉

× 〇



天井ボード

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｐ ボード検査時確認事項

１ ５ － ２

　12mm 以上とし、ビスのめり込みは、2mm 以内とする。

　千鳥貼りとする。

●ボード切断面は、テーパー処理を施す。

●ビスは、L＝32mm 以上とする。

●ビス打ち込みの縁端距離(へりあき)は、

●プラスターボードは、12.5mm 厚を使用し、ボードの長手を野縁に対して直交させ、

●野縁は、303mm 間隔で配置しする。

●野縁は原則として継がない。どうしても継ぎ手を設ける場合は、同材で挟み込み
　ビス留め固定する。継手位置は乱に配置する。

●野縁受は、910mm 間隔で配置し、野縁との交差部に910mm 間隔で吊木を取り付ける。

●外側ビスピッチは、150mm 以内　とする。

●内側ビスピッチは、200mm 以内　とする。

P-3-3 天井ボードの施工状態

P-3-4 天井ボード張り方の確認

P-3-5 天井ボード外側ビスピッチの確認

P-3-6 天井ボード内側ビスピッチの確認

910 910 910 910 910

野縁受

〃 〃 〃 〃303 303 野縁野縁〃 〃 〃 〃303 303

〃
〃

〃
20
0

20
0

〃
〃

〃
20
0

20
0

30×105

15
0

〃
〃

〃
〃

15
0

〃
〃

〃
〃

15
0

15
0

91
0

91
0

2mm以内
めり込み

縁端距離
12mm以上

縁端距離
12mm以上

縁端距離
12mm以上

〈ボードのテーパー処理〉

× 〇



設備貫通部

会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｑ 外部仕上げ検査時確認事項

１ ６ － ２

●電気配管等貫通部は、コーキングにより止水処理を行う。

●外壁完成後に施工する樋金物等のビス頭には、コーキング処理を行う。

●打込み式の樋足は、樋側に水勾配をとり、コーキング処理を行う。

Q-6-2 設備貫通部止水処理の確認

Q-6-3 外装ビス頭止水処理の確認

Q-6-4 樋足止水処理の確認

コーキング

ＶＡ等

コーキング

コーキング

水勾配をつける

コーキング

竪樋

水勾配をつける



会 社 名
　日　付　： 2 0 X X . X X . X X

　更新日　：

Ｑ

１ ６ － ３

外部左官完了検査 外部左官完了検査

Q-6-5 足場バラシ前点検

●吹抜けの窓拭き

●オーバーフロー管の塗装

窓拭き

窓拭き 窓枠上端の掃除

済ませましょう。また、窓枠上端の掃除も同時に済ませる。

※外部足場が無いと拭き掃除が困難な吹抜け部の窓の掃除は、足場が撤去される前に

フィルムはがし

紙はがし

剥がれ・割れ・クラック

ピンホール

バルコニーの清掃が済んでいるか？

大屋根に残材がないか？

サッシに養生テープのり

下屋根に残材がないか？

・シーラーが残っていないか？

基礎部分が仕上がっているか？
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